
日本スポーツ協会公認スポーツ指導者更新研修認定事業 

主な内容 

（1）開会あいさつ                                      14:00～14:05 

(公財)ユーハイム体育・スポーツ振興会 理事長 河本 英雄（かわもと・ひでお）氏 

（2）問題提起                                       14:05～14:25  

『次世代育成のためのスポーツを探る』 

(公財)ユーハイム体育・スポーツ振興会 理事 山口 泰雄(やまぐち・やすお) 氏  

カナダ・ウォータールー大学博士 神戸大学名誉教授を務め、神戸市スポーツ推進審議会 

委員長。こうべジュニアスポーツリーダー講習会代表講師、神戸スポーツ産業懇話会代表 

世話人や「関西スポーツ応援企業表彰」選考委員長、ASFAA（アジア生涯スポーツ協会） 

副会長として活躍。 

（3）基調講演                                       14:30～15:45  

『スポーツは適切な練習で誰でもうまくなる』  

東京女子体育大学 学長 深代 千之(ふかしろ・せんし)氏 

東京大学博士 東京大学名誉教授、専門はスポーツ・バイオメカニクス。 

2008年北京オリンピック・陸上競技4×100mリレー銀メダリストの朝原宣治氏をはじめ 

とするアスリートの動作解析を行いアドバイス。（一社）日本体育学会元会長、日本バイオ 

メカニクス学会会長などとして活躍。 

（4）ケーススタディ                                     15:55～16:30  

『部活動の地域移行（地域展開）へのチャレンジ』  

播磨町教育委員会 教育次長 野村 眞一（のむら しんいち）氏 

社会教育主事講習会（神戸大学）修了、播磨町スポーツクラブ21ひょうご事業担当、 

神戸マラソン事務局部長、加古川市立氷丘南小学校長、加古川市教育委員会社会教育 

スポーツ振興課参事などを歴任。播磨町における部活動の地域移行事業の中心として活動中 

テーマ 

『次世代育成のためのスポーツとは？―子どものスポーツ指導と部活動改革を探る―』 

WHO(世界保健機関)の新型コロナ「緊急事態宣言」終了により、およそ3年3か月にわたる感染対策やワクチン接種などの対応は沈

静化しました。しかし、人類の次世代を担う子どもの体力低下やストレス耐性は低下したままです。子どもの出生数は、1982年に

は151万人でしたが、2022年には77万人になり、40年間でほぼ半減しました。このように少子化が叫ばれる中、2017年から子ど

もの自殺は増加しています。2022年に自殺した小中学生と高校生は512人となり、1980年以来、過去最多となりました。 

一方、国ではスポーツ庁を中心に部活動の地域移行の議論が進み、世界一労働時間が長い教員の負担を軽減するために、2023

年度からの 3 年間で、公立中学校の休日の指導を地域団体や民間事業者などに委ねる事業が始まりました。しかし、スポーツ人材

の都市と農山村における差異や経済格差のある保護者に対する財政支援の在り方など、課題が山積しています。 

ユーハイム・スポーツフォーラム2024では、次世代育成のためのスポーツ指導と部活動の地域移行の在り方を探り、先進モデル

事例のケーススタディなどを通して、すべての子どもたちが楽しむことができる新たな地域スポーツと部活動改革、指導の在り方

を探ります。 

趣 旨  

スポーツは、世代から世代へと継承された人類の貴重な文化です。ユーハイム・スポーツフォーラムは、グローカルな 

視点からスポーツの素晴らしさを伝え、スポーツの振興と地域の発展に貢献します。 

日 時  令和6年（2024年）2月17日（土）14：00～17：20 

会 場  神戸商工会議所・神商ホール (神戸市中央区港島中町6-1・TEL078-303-5804) 

    ※三宮駅からポートライナー市民広場(コンベンションセンター)駅で下車北へ徒歩３分 



その他留意事項 

（1）本事業に際して取得した個人情報については、厳重に管理し本事業事務の目的以外には使用いたしません。 

（2）本事業当日の活動風景の写真等を本財団公式ホームページ等に掲載することをご了承ください。 

（3）本研修会の参加により、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格の更新研修を修了したことになります。

なお、テニス及びバウンドテニス資格は1ポイント、チアリーディング（コーチ3のみ）資格は都道府県体育・スポーツ

協会実施の1回分の実績となりますが、別途、資格毎に定められたポイント獲得や研修受講などの要件を満たす必要があ

ります。ただし、次の資格については、更新研修の実績にはなりません。 

  [水泳、サッカー、バスケットボール、バドミントン、剣道、空手道、エアロビック（コーチ 4のみ）、スクーバ・ダイ

ビング、プロゴルフ、プロテニス、プロスキー、オリエンテーリング、スポーツドクター、スポーツデンティスト、アス

レティックトレーナー、スポーツ栄養士、クラブマネジャー]（2023年4月1日現在） 

※変更の可能性があるため、必ず日本スポーツ協会のホームページで最新の情報をご確認ください。 

※指導者マイページへの受講実績の反映は、研修参加から平均2カ月後となります。 

１兵庫県下の体育・スポーツ指導者等 

※一般の方 

 

 当財団ホームページから申し込み 

     （下のＱＲコードからお申し込みください） 

入力締切：令和６年１月３１日 

（問合わせ先） 

〒650-0046神戸市中央区港島中町7-7-4 

(公財)ユーハイム体育・スポーツ振興会 事務局 

                       （塩崎）あて 

        TEL：078-302-8092 

          sport.foundation@juchheim.co.jp 

 

 

 

２日本スポーツ協会公認スポーツ指導者 

※更新講習として受講される方 

 

専用の応募フォームから申し込み 

    （下のQRコードからお申し込みください） 

入力締切：令和５年12月８日12時00分 

（問合わせ先） 

〒650-0011神戸市中央区下山手通4－16－3 

兵庫県民会館6階 (公財)兵庫県スポーツ協会  

競技スポーツ振興課(担当：小川) あて 

TEL：078-332-2344 

※会場の都合上、定員になり次第、 

お断りしますことをご了承ください。 

(5)パネルディスカッション                                   16:30～17:20 

    『次世代育成のためのスポーツ指導と地域移行を考える』 

       コーディネーター  山口 泰雄氏（ユーハイム体育・スポーツ振興会 理事） 

       パネリスト     深代 千之氏 (東京女子体育大学 学長)  

       パネリスト     野村 眞一氏 (播磨町教育委員会 教育次長)  

(6)閉会あいさつ 

 

主 催 

  (公財)ユーハイム体育・スポーツ振興会、(公財)兵庫県スポーツ協会 

後 援 

  兵庫県、兵庫県教育委員会、兵庫県スポーツ振興課、兵庫県中学校体育連盟、兵庫県生涯スポーツ連合、 

  兵庫県スポーツ推進委員会、スポーツクラブ21ひょうご全県連絡協議会、(一社)兵庫県サッカー協会、、 

 （一社）神戸市サッカー協会、(特非)兵庫県レクリエーション協会、兵庫体育・スポーツ科学学会、神戸市、神戸市教育委員会、 

  (公財)神戸市スポーツ協会、神戸商工会議所神戸スポーツ産業懇話会、神戸新聞社、サンテレビジョン、ラジオ関西 

参加対象・参加料・募集定員等 

 参加対象 参加料 募集定員(先着順) 申込先 

１ 
兵庫県下の体育・スポーツ指導者等 

(一般参加) 
無 料 対面参加50人 

(公財)ユーハイム体育・スポーツ 

振興会事務局(詳細下記のところ) 

２ 
日本スポーツ協会公認スポーツ指導者 

(資格更新のための更新研修参加) 

2,000円 

※当日徴収 
対面参加120人 

(公財)兵庫県スポーツ協会 競技ス

ポーツ振興課(詳細下記のところ) 

 

 

お申し込み 

mailto:sport.foundation@juchheim.co.jp

